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話題提供 

「パースペクティヴとメタデータ」 

久保 仁志 

（慶應義塾大学アート・センター所員） 

 

 本日は普段自分が関わっている知の体系

とはまた違うところに迷い込んでしまった

感が実はありまして、いまからする話が場

違いなことにならないか若干不安でいます。 

 最初にお話をいただいた「メタデータ再

考」という一番の主題がある。そして「ボ

ーダレスなメタデータの利活用のために」

という副題があるというときに、そもそも

「メタデータ」とは何かを一つのモデルを

通して提示できないかということと、ボー

ダーというのが、どこにどういうふうに存

在するのかということを示せないかと考え、

本日の発表をいたします。 

 これからお話しする内容は、原先生がペ

ットボトルのお茶を使ってご説明されたこ

とをかなりクロースアップして、末端肥大

的にご紹介するような形になると思います。 

 

 ライプニッツのパースペクティヴという

概念を説明したあと、「獅子岩」と呼ばれて

いる岩を通してパースペクティヴがどうい

うものなのかということをお話しさせてい

ただければと思います。 

 

 まず簡単にライプニッツの引用をしてし

まいます。「同じ都市も、異なった方角から

眺めるとまったく別の都市に見え、パース

ペクティヴとしては多重化されたようにな

るが、それと同じように、単純実体［モナ

ド］が無限に多くあるので、その数だけ異

なった宇宙が存在することになる。しかし

それらは、それぞれのモナドの異なった観

点から見た唯一の宇宙のさまざまのパース

ペクティヴに他ならない」。 

 いまからすると「そもそも宇宙一つです

53



 

か」という問いがあるでしょうし、「多様体」

という考え方があるので、「唯一の宇宙」と

いう言葉に引っかかる方もいるかもしれま

せんが、ものとしてそこにあるように見え

る、みんなが一つとして振る舞っているも

のについて、これは語っているわけです。

また、ライプニッツにとっては理念的な「唯

一の宇宙」でもあるわけですが。 

 

 この「パースペクティヴ」について獅子

岩を通して考えてみたいということです。 

 三重県熊野市井戸町というところに七里

御浜という浜があります。スライド 4 の写

真はそこにある岩ですが、皆さん獅子に見

えますかね。人によっては獅子ではなくて、

鳥のくちばしのようにも見えるという方も

いたり、学生に聞いてみたらパンダとかク

マとかいう人たちもいたりして、人によっ

ておそらく見え方は違うと思うのですが。 

 一応、念のために説明しますと、これが

（獅子の横顔とすると岩山の右上の小さな

凸部を）鼻、かつ口ですね。これ（その下）

はおそらくひげですね。または、これ（さ

らに下の大きな切れ目）を口に見立てて、

（前述のひげ部分を）牙というふうに見る

こともできます。 

 

ただ、これは別にこういうふうに見ること

が厳密な獅子岩ですと定義されているわけ

ではないので、たぶんいまお話した二通り

の見方で見たとしても、おそらくどちらも

正解だと考えられます。 

 そして実はこの獅子岩は狛犬を兼ねてい

るんです。 

 

獅子岩がある場所というのは、井戸町とい

う、スライド 5 の地図の中央部あたりなの

ですが、そこから結構離れた場所に大馬神

社と呼ばれる社がありまして、実はこの大

馬神社に狛犬は置かれていないらしいので

す。神社の狛犬の代わりに、この獅子岩が

用いられ、信仰の対象になっているという
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ことなんです。 

 では実際、この獅子岩がどこから見ても

獅子岩に見えるのかを検証してみましょう。 

 

スライド 6の写真は獅子岩周辺の写真をグ

ーグルストリートビューからクリッピング

してきたものです。例えば、この地点（右

上段写真）に立つと「獅子岩」には見えま

せんね。これをお城に見立てることもでき

るかもしれないですが、ただの崖に見えま

す。この見えの位置が「獅子岩」に対して

この位置（地図該当箇所）ですね。 

 初めに簡単に説明してしまいますが、こ

の同じ方位というのかな。もう少し遠ざか

って見る（右中段写真）と、実は獅子岩っ

ぽく見えなくもないんですね。おそらく人

間が実際にこの浜に降り立ってこの岩を見

たときに見える姿としては、たぶんこれが

一番獅子岩に見える位置だと思うのですが、

先ほどスライド 4でお見せした写真よりも

獅子性の度合いが下がっていますよね。 

 これを見ると、やはりクマとかパンダと

いうのはあながちうそではないというよう

に感じられます。たぶんいまご覧いただい

ている皆さんそれぞれによっても見え方は

かなり違うと思います。しかし、おそらく

獅子を見いだそうとする中で、なんとなく

獅子らしさみたいなものが見えてくる。 

 

 もうこれ以上近づいてしまって見上げる

（スライド 6 の右上段写真）と、その見え

は、パースペクティヴは崩れてしまう。 

 ほかにもいくつかあるのですが、獅子岩

のように見える場所の反対側にちょうど回

ってみたとき。ちなみに日本のスフィンク

スなどと言われることもあるらしいのです

が、これ（左上段写真）はおそらく足を折

り曲げてお尻の部分を見せている獅子岩と

いうふうに見えないこともない（笑）。だけ

ど、そういうふうに見ることができるのは、

この岩の塊を一度「獅子岩」として見た後

ですよね。 

 そして、これ（左中段写真）はいわゆる

顔の正面ですね。横顔が見えるなら正面か

ら見ても獅子岩かというと、そうではない。

のっぺりして、全然獅子岩に見えない。た

だの岩の壁、岩肌しか見えない。 

 では、真裏に回ってみるとどうなるかと
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いうと、ただの盛り上がった藪です。たぶ

ん獅子岩と知らずにここ（左下段写真のあ

たり）を車で通り過ぎてしまう人は相当多

いと思うんですよね。この見えしかないの

で。 

 

 ただ奇跡的に車から獅子岩に見えるポイ

ントというのが、実はありまして。ここな

んですね（右下段写真。地図、道路上の南

地点）。道路を北から南に走って来た人にと

っては、知らなければ絶対に獅子岩と気づ

かないのですが、逆に南から北に走って来

た人にとっては獅子岩と知らなくても、「ひ

ょっとして、あれ、なんか動物っぽくな

い？」というような、気づきがある可能性

があるパースペクティヴです。これは最初

にお見せした写真の位置で、獅子岩と言わ

れて一番納得できる位置です。 

 いまお話ししたのは獅子岩をどこから見

るのかというアングル、空間的なパースペ

クティヴの問題なのですが、実は時間的な

パースペクティヴにおいても、このギャッ

プというものがありまして、スライド 7を

見て下さい。 

 

左の写真のほうはなんとなく獅子に見える

のですが、右の写真を見ると獅子が消えて

しまう。一度獅子岩に見えてしまうと不可

逆的にこの写真でも獅子岩を見出してしま

うかもしれませんが、この光景をはじめに

見て獅子岩と見ることは難しいと思います。

ここから分かるのは獅子に見えるためには

シルエットだけが獅子に見えることが条件

ではないということですね。灰色だったり、

光が当たっていたり、暗かったりとか、そ

の凹凸のイメージも含めて実は獅子性とい

うのが立ち現れている。右は夕暮れどきで

すが、肌理が消え、獅子らしさがなくなっ

ているといえると思うのです。だから時間

的なパースペクティヴにおいても、この獅

子岩が現れるポイントがあることになる。 
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 「獅子岩を見る際のパースペクティヴと

メタデータの採取におけるパースペクティ

ヴというのは類比的な問題」があるのでは

ないかと思っています。別の言い方をする

と、メタデータの項目というのは、まさに

このようなパースペクティヴの設定そのも

のなのではないかなと思います。また、メ

タデータの項目というのは、どこからそれ

を見るのか、いつそれを見るのかというこ

と。もう少し具体的な言い方をすると、名

称は何なのか、大きさはどれくらいなのか。

そういう問いがメタデータの項目となりま

すが、その設定によってかなり現れてくる

ものが違ってくる。つまり、パースペクテ

ィヴやメタデータの項目とは、どのように

対象にアプローチするのかという問いのこ

とです。 

 もう一度、ただの岩の塊を獅子岩として

見るためのパースペクティヴの条件が何で

あるのかと考えると、まずは獅子というも

のを知っていること、獅子のイメージをす

でにもっていること。 

 

これがある対象を獅子と同定するための前

提条件です。次に獅子に見える場所に、見

える時間に立つこと。さらには、それが単

に獅子岩に見えるというだけではなく、あ

る種の信仰の対象としても見えるというこ

とです。（大馬神社には狛犬がなくて、この

獅子岩は狛犬としての機能も持っている）。 

 では、この条件のうちの一つを客観的に

規定できるのかを考えてみましょう。例え

ば、空間的座標を定めたときに、この獅子

岩というものが明らかに獅子岩として立ち

現れてくるのか。緯度経度を指定すれば少

なくとも立つべき位置は分かる。しかし、

それも実は測地系によって変わってしまい

ます。 

 震災のあと国土地理院は 2011 年に測地

系を更新したようで、それに従った座標を

発表しているのですが、ほかのウェブで検

索できる地図は実は古い測地系に従ってい

ます（2018 年時点）。日本が今まで用いい

てきたのはおよそ 3 種類ありまして、2011

年以降の「日本測地系 2011」、2002 年に採

用された「世界測地系」、それ以前の「日本

測地系」です。それで全部数値が変わって

しまうんですね。だから、緯度経度が分か

っていれば獅子岩に見えるような位置に立

てるか、そのパースペクティヴに立てるか

というと、実はそうではない。ある測地系

に則った緯度経度が指定され、高度も、見

る角度も、時間も分かってないといけない

ということになる。さらには、それらの誤
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差や、各人の個体差の修正などのプロセス

を経てようやく獅子岩のパースペクティヴ

が現れてくることになるはずです。 

 また、ボーダーの話ですがぼくは、パー

スペクティヴの設定の間にそれが存在する

と考えています。 

 結論は別に特にないんですが、こういう

パースペクティヴの問題というのが、メタ

データを考えるときに一つ大きなきっかけ

になるのではないかなと思い、本日は発表

させていただきました。 

 

 

久保 仁志 

慶應義塾大学アート・センター所員、同大

学非常勤講師。アーキヴィストとして 2002

年より現在に至るまで様々な資料体の構築

に携わる一方、美術理論・アーカイヴ理論・

映画の研究を行い、映画作品《Cargo 1 な

にかいってくれ いまさがす|半影のモン

タージュ》（2010 年）等を制作。近著に『〈半

影〉のモンタージュ：アーカイヴの一つの

モチーフについて』（「 JSPS 科研費 

26580029」レポート、2017 年）、「ある書

斎の事件記録??瀧口修造と実験室につい

て」『NACT Review 国立新美術館研究紀

要』5号（国立新美術館、2018年）等があ

る。現在、慶應義塾大学アート・センター

にてアーカイヴを考えるための企画『プリ

ーツ・マシーン』を行っている。 
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